
地
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、
悪
疫
、
黒
船
、
戦
争
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経
済
、
信
仰
、
道
中
、
心
中
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佐
倉
宗
吾
、
国
定
忠
治
、
高
橋
お
伝
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…
。

幕
末
・
維
新
期
の

世
相
を
伝
え
る
、

有
力
メ
デ
ィ
ア
の
全
貌
。

二
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〇
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５
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●
編
著
者
が
収
集
し
た
も
の
の
内
、
貴
重
と
思
わ
れ
る
四
十
七
の
作
品
を
翻
刻
し
て
収
録
。

●
注
を
加
え
、
事
件
の
背
景
な
ど
参
考
事
項
も
付
記
。
専
門
家
以
外
に
も
手
に
取
り
や
す
く
し
た
。

●
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
、
当
時
の
庶
民
の
興
味
関
心
事
を
伺
う
こ
と
が
で
き
る
。

●
同
類
の
「
ち
ょ
ぼ
く
れ
」や
、
く
ど
き
関
連
の
新
聞
記
事
な
ど
、
参
考
資
料
も
充
実
。

ゆまに書房 〒101-0047 東京都千代田区内神田2-7-6 TEL.03（5296）0491 FAX.03（5296）0493 http://www.yumani.co.jp/ e-mail eigyou@yumani.co.jp

【
一
】
地

震

一

北
越
地
震
口
説
（
越
後
地
震
）

文
政
十
一
年

二

信
州
ぢ
し
ん
や
ん
れ
ぶ
し
（
善
光
寺
地
震
）

弘
化
四
年

三

大
坂
下
り
な
ま
づ
の
か
る
わ
ざ
（
香
具
師
の
口
上
）

安
政
二
年

四

信
州
ぢ
し
ん
や
ん
れ
ぶ
し
（
善
光
寺
地
震
）

弘
化
四
年

五

相
州
小
田
原
箱
根
地
震
く
ど
き

嘉
永
六
年

六

東
海
道
五
ヶ
国
地
震
く
ど
き

嘉
永
七
年

七

東
海
道
大
ぢ
し
ん
く
ど
き
ぶ
し

同
・
・

八

江
戸
大
火
ぢ
し
ん
く
ど
き
（
安
政
地
震
）

安
政
二
年

九

吉
原
名
よ
せ
大
地
震
や
け
は
ら
く
ど
き

同
・
・

＊
聖
代
要
廼
磐
寿
恵
（
災
害
番
付
）

【
二
】
火

災

一
〇

新
板
お
七
吉
三
く
ど
き
（
明
暦
大
火
）

一
一

火
の
要
慎
や
ん
れ
ぶ
し

弘
化
三
年

一
二

東
京
大
火
し
ん
ぶ
ん

明
治
十
二
年

【
三
】
風
水
害

一
三

新
板
大
あ
ら
し
く
ど
き
ぶ
し

安
政
三
年

一
四

江
戸
大
風
出
水
く
ど
き

同
・
・

【
四
】
病

気

一
五

江
戸
近
在
近
ご
く
悪
病
く
と
き
（
コ
レ
ラ
）

安
政
五
年

一
六

流
行
は
し
か
く
ど
き
や
ん
れ
ぶ
し

文
久
二
年

【
五
】
信

仰

一
七

金
毘
羅
御
利
生
記
く
ど
き

一
八

新
板
源
治
く
ど
き
ぶ
し
（
善
光
寺
詣
り
）

弘
化
四
年

【
六
】
道
中
記

一
九

日
光
道
中
恋
ぢ
く
ど
き
ぶ
し

二
〇

東
海
道
五
十
三
次
や
ん
れ
ぶ
し
恋
の
道
中

【
七
】
世

相

二
一

天
日
坊
稚
口
説
や
ん
れ
ぶ
し
（
御
落
胤
騒
動
）

二
二

平
井
権
八
く
ど
き

二
三

お
ん
獅
子
が
り
や
ん
れ
ぶ
し

嘉
永
二
年

二
四

新
板
浮
世
悪
と
う
く
ど
き
（
勢
力
富
五
郎
）

二
五

上
州
国
貞
む
ら
忠
治
く
ど
き
（
国
定
忠
治
）

二
六

阿
波
鳴
門
順
礼
口
説

【
八
】
開

国

二
七

蒸
気
船
茶
殻
口
説
（
黒
船
来
航
）

嘉
永
六
年

二
八

此
浦
ぶ
ね
ひ
や
う
ば
ん
く
ど
き
（
同
右
）

同
・
・

二
九

流
行
新
板
ひ
よ
ふ
ば
ん
く
ど
き

嘉
永
七
年

三
〇

し
ん
板
交
易
く
ど
き
（
横
浜
開
港
）

安
政
六
年

三
一

弥
生
の
雪
桜
田
く
ど
き
（
桜
田
門
外
の
変
）

明
治
十
一
年

【
九
】
経

済

三
二

長
者
銭
屋
一
代
く
ど
き
（
銭
屋
五
兵
衛
）

三
三

東
海
道
金
銭
く
ど
き
（
天
保
通
宝
）

文
久
元
年

【
十
】
伝

承

三
四

佐
倉
宗
吾
一
代
く
ど
き

三
五

し
ん
板
あ
ん
ち
ん
き
よ
ひ
め
く
ど
き
ふ
し

【
十
一
】
治

安

三
六

常
州
湊
た
む
ろ
く
ど
き
節
（
天
狗
党
）

三
七

上
野
戦
争
く
ど
き
（
彰
義
隊
）

三
八

鹿
児
島
太
平
く
ど
き
（
西
南
戦
争
）

明
治
十
年

三
九

鹿
児
島
口
説
や
ん
れ
ぶ
し
（
西
南
戦
争
）

明
治
十
一
年

【
十
二
】
女
三
題

四
〇

浅
草
御
蔵
前
女
の
あ
だ
打
く
ど
き
ぶ
し
（
女
の
仇
討
）
嘉
永
六
年

四
一

奥
州
笠
松
峠
女
盗
賊
く
ど
き
（
鬼
神
の
お
松
）

四
二

高
橋
お
で
ん
く
ど
き

明
治
十
三
年

【
十
三
】
心

中

四
三

鈴
木
も
ん
ど
し
ら
糸
く
ど
き
（
鈴
木
主
水
）

【
十
四
】
ち
ょ
ぼ
く
れ

四
四

よ
ぼ
く
れ
武
士

嘉
永
七
年

四
五

ち
よ
ぼ
く
れ
ち
よ
ん
が
れ

安
政
二
年

四
六

時
務
作
ち
よ
ぼ
く
れ
節

安
政
四
年

四
七

あ
べ
こ
べ
も
ん
の
ち
よ
ぼ
く
れ

万
延
元
年

【
十
五
】
参
考
資
料

く
ど
き
節
の
今
昔
（『
佐
渡
新
聞
』）

明
治
四
十
五
年

倉
田
喜
弘（
く
ら
た
・
よ
し
ひ
ろ
）
一
九
三
一
年
、
大
阪
市
生
ま
れ
。
大
阪
市
立
大
学
経
済
学
部
卒
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
勤
務
。
編
著
書：

『
一
八
八
五
年
ロ

ン
ド
ン
日
本
人
村
』（
朝
日
新
聞
社
・
一
九
八
三
年
）、『
日
本
近
代
思
想
大
系
18
芸
能
』（
岩
波
書
店
・
一
九
八
八
年
）、『
近
代
日
本
芸
能
年
表
』
全
二
巻

（
ゆ
ま
に
書
房
・
二
〇
一
三
年
）、『
川
上
音
二
郎
欧
米
公
演
記
録
―
付
・
貞
奴
の
女
優
養
成
―
』（
ゆ
ま
に
書
房
・
二
〇
二
〇
年
）、
ほ
か
多
数
。

刊
行
に
あ
た
っ
て

倉
田
喜
弘

江
戸
時
代
の
後
期
か
ら
明
治
末
ま
で
の
お

よ
そ
百
年
間
、
薄
葉
の
摺
物
が
多
数
出
回
っ

た
。「
か
わ
ら
板
」
と
も
い
う
。
そ
の
中
に
は
、

地
震
、
火
事
、
風
水
害
な
ど
の
天
変
地
異
、

「
コ
レ
ラ
」
や
「
は
し
か
」
と
い
っ
た
疫
病
の

流
行
、
さ
ら
に
驚
天
動
地
の
黒
船
来
航
も
あ

る
。
多
彩
な
摺
物
の
中
に
は
小
説
も
あ
る
が
、

「
く
ど
き
ぶ
し
」
な
い
し
「
く
ど
き
や
ん
れ
ぶ

し
」
と
表
題
の
付
い
た
印
刷
物
を
集
め
て
み

た
。歌

詞
は
す
べ
て
七
七
調
だ
け
に
、
朗
読
に

近
い
単
純
な
フ
シ
回
し
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
と

推
測
し
て
い
る
。
な
お
作
品
の
最
後
は
、

「
や
ん
れ
」
あ
る
い
は
「
や
ん
れ
エ
」
と
し
め

く
く
る
の
で
、「
や
ん
れ
ぶ
し
」
と
も
「
や
ん

れ
エ
ぶ
し
」
と
も
い
う
。

「
く
ど
き
」
の
普
及
は
江
戸
末
期
の
弘
化
、

嘉
永
以
降
で
あ
ろ
う
が
、
書
店
や
街
角
で
売

ら
れ
た
と
い
う
。
ち
ょ
う
ど
黒
船
が
来
航
し
、

日
本
国
内
で
は
開
国
攘
夷
の
嵐
が
吹
き
荒
れ

た
時
代
で
あ
る
。
そ
し
て
数
十
年
後
の
明
治

末
期
に
至
る
ま
で
、「
く
ど
き
」
は
出
版
さ
れ

続
け
る
。
た
と
え
ば
新
聞
小
説
の
「
金こ

ん

色じ
き

夜や

叉し
や

」
や
「
不
如
帰

ほ

と

と

ぎ

す

」、
そ
れ
に
当
時
流
行
し
た

義
太
夫
節
の
「
傾け

い

城せ
い

阿
波

あ

わ

の

鳴な
る

門と

」
な
ど
が
、

七
七
調
の
文
体
に
変
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
、
庶
民
に
広
く
浸
透
し
た
「
摺
物
」

は
当
時
の
有
力
な
メ
デ
ィ
ア
で
あ
り
、
近
代

の
新
聞
や
芸
能
の
源
流
の
一
つ
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

本
書
の
特
色

目
次
か
ら

幕末維新期の世相を歌った貴重な七七調の摺物「くどきぶし」を精選


